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１

　
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
』
と
題
す
る
一
典
籍
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
』
一
巻
は
、
施

諸
餓
鬼
飲
食
及
水
儀
軌
、
施
餓
鬼
飲
食
儀
軌
と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
、
唐
の
不
空
の
訳
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
新
修
大
蔵
経
（
第

二
一
巻
密
教
部
四
、一
三
一
五
）
に
、
『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
并
手
印
』
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
正
新
修
大
蔵
経
に
は
、
施
食
法

を
説
く
も
の
に
、
一
三
一
三
『
仏
説
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
（
別
称
、
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
・
焔
口
餓
鬼
経
・
焔
口
経
）
、
一
三
一
四
『
仏

説
救
面
然
餓
鬼
陀
羅
尼
神
呪
経
』
が
あ
る
。
因
み
に
、
福
田
亮
成
は
一
三
一
三
と
一
三
一
四
に
つ
い
て
は
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
に

お
い
て
「
関
連
典
籍
」
と
注
記
す
る
。

　
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
該
本
の
書
誌
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
表
紙
に
「
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
」
と
あ
り
、
内
題
に
も
「
施
諸
餓

鬼
飲
食
及
水
法
」
と
あ
る
。
因
み
に
尾
題
は
な
い
。

女
子
大
國
お
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全
　
一
三
丁
か
ら
な
る
粘
葉
装
本
一
冊

　
縦
　
一
七
・
三
糎
　
横
　
一
五
・
七
糎
　
界

高
　
一
四
・
二
糎
　
界
幅
　
一
・
七
糎

　
一
葉
　
八
行
　
一
行
一
二
字
～
一
四
字

　
一
三
丁
オ
モ
テ
に
次
の
奥
書
が
存
す
る
。

　
　
　
仁
安
四
年
三
月
廿
八
日
申
時
許
書
之

了
（
墨
筆
）

　
　
　
　
　
一
交
了
（
墨
筆
）一
點
了
（
朱
筆
）

　
　
　
　
　
沙
門
覺
隆
之
本
（
墨
筆
）

　
右
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
該
書
は
、
仁
安
四

（
一
一
六
九
）
年
に
書
写
さ
れ
、
同
じ
時
期

に
校
合
、
加
点
が
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
因
み
に
、
「
沙
門
覺
隆
之
本
」
と

あ
る
「
覺
隆
」
に
つ
い
て
は
、
『
中
右
記
』

保
延
元
年
二
月
及
び
三
月
の
条
に
、

近
日
東
大
寺
与
興
福
寺
不
和
之
事
出

来
、
衆
徒
欲
競
発
也
、
事
元
者
東
大
寺

末
寺
財
良
寺
在
伊
賀
国
々
司
光
房
在
興

（
一
丁
表
）
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福
寺
弟
覺
隆
ニ
成
也
、
仍
以
東
金
堂
之
衆
遣
彼
寺
之
処
、
従
東
大
寺
又
遣
使
、
陵
礫
堂
衆
之
由
風
聞
也
、
仍
興
福
寺
欲
乱
発
間
、
可

行
東
大
寺
僧
罪
過
之
由
被
下
院
宣
也
、
仍
大
衆
成
悦
留
了
也
、
国
司
光
房
所
為
甚
以
不
便
也
（
二
月
四
日
条
）

東
大
寺
末
寺
伊
賀
国
財
良
寺
、
国
司
光
房
我
弟
興
福
寺
僧
覺
隆
ニ
成
之
間
、
又
徒
東
大
寺
遣
僧
侶
陵
礫
覺
隆
使
東
金
堂
衆
故
也

（
三
月
六
日
条
）

の
如
く
見
ら
れ
る
興
福
寺
僧
覺
隆
で
あ
ろ
う
か
。
『
中
右
記
』
記
載
の
覺
隆
の
記
事
が
、
覺
隆
の
何
才
の
時
の
も
の
で
あ
る
か
は
詳
ら
か
で

は
な
い
が
、
保
延
元
（
一
一
三
五
）
年
の
記
事
で
あ
る
の
で
、
仁
安
四
（
一
一
六
九
）
年
の
書
写
に
な
る
本
点
と
の
関
係
で
は
問
題
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
２

　
本
書
の
訓
点
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
奥
書
識
語
の
「
一
校
了
」・「
一
點
了
」
は
墨
筆
・
朱
筆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、朱
・
墨
に
対
応
し
て
訓
点
は
朱
筆
、校
合
は
墨
筆
に
よ
っ

て
い
る
。

　
朱
点
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
が
あ
る
。

ヲ

モ

ト

ノ

キ

ハ

ニ

テ

カ

ク

シ

シ
ヌ

ア
リ

音

切
点

返
点

ユ
キ
点



28

ヲ
コ
ト
点
は
、
右
図
の
よ
う
に
帰
納
で
き
る
が
、
そ
の
種
類
は
多
く
は
な
い
。
所
用
ヲ
コ
ト
点
は
東
大
寺
三
論
宗
点
で
あ
る
。

　
東
大
寺
点
は
、「
す
べ
て
が
醍
醐
寺
、
石
山
寺
、
勧
修
寺
、
高
野
山
な
ど
、
真
言
宗
系
統
（
し
か
も
そ
の
中
で
も
比
較
的
小
野
流
が
多
い
）

の
加
點
本
で
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
」
（
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考
　
研
究
篇
』
）
と
あ
り
、
上
記
の
寺
院
に
纏
め
ら
れ
る
点
本
の
「
大
部
分
は
密

教
関
係
の
聖
教
類
の
加
點
本
で
あ
る
」
（
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考
　
研
究
篇
』
）
と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
沙
門
覺
隆
を
興
福
寺
の
僧
と
仮
定
す
れ
ば
、
興
福
寺
は
法
相
宗
の
寺
院
で
、
平
安
時
代
後
期
に
は
喜
多
院
点
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
興
福
寺
に
お
い
て
も
、
東
大
寺
点
の
点
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
形
跡
の
あ
る
こ
と
が
、

築
島
裕
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
（
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考
　
研
究
編
』
四
六
九
頁
）

　
そ
の
一
つ
は
興
福
寺
蔵
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
の
永
久
四
（
一
一
一
六
）
年
点
に
点
図
の
断
片
が
二
箇
所
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
れ
が

東
大
寺
点
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
は
、天
治
本
新
撰
字
鏡
巻
十
一
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
点
図
（
次
図
）
で
、

東
大
寺
点
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
築
島
裕
氏
は
、
前
掲
書
の
中
で
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
現
存
點
本
の
祖
本
に
東
大
寺
點
が
加
點
さ
れ
て
ゐ
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、後
者
に
つ
い
て
は
「
天
治
寫
本
も
、多
分
、東
大
寺
法
相
宗
邊
に
そ
の
祖
點
本
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
東
大
寺
點
が
加
點
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
』
平
安
後
期
書
写
の
本
点
の
奥
書
に
見
え
る
「
沙
門
覺
隆
之
本
」
の
覺
隆
が
、
先

に
示
し
た
よ
う
に
、
興
福
寺
僧
覺
隆
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
法
相
宗
の
寺
院
で
あ
る
興
福
寺
に
於
い
て
、
喜
多
院
点
を
専
用
す
る
以
前
に
、

東
大
寺
点
が
所
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
例
証
と
な
ろ
う
か
。

　
朱
点
に
よ
る
仮
名
点
に
つ
い
て
は
、
「
瓷
」
字
（
一
丁
オ
モ
テ
）
に
「
シ
」
、
「
泥
」
字
（
十
二
丁
オ
モ
テ
）
に
「
テ
イ
」
と
あ
る
、
字
音

点
例
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
テ
」
の
字
体
は
「

」
で
あ
る
。
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墨
点
に
は
、
仮
名
点
と
校
合
注
と
が
見
ら
れ
る
。

　
仮
名
点
に
は
、和
訓
注
記
三
例
、字
音
注
記
三
例
が
見
ら
れ
る
。
和
訓
注
記
を
す
る
も
の
は
、「
請
　
ネ
カ
ハ
ク
」（
一
丁
ウ
ラ
）
、「
頭
　
ハ
シ
」

（
三
丁
ウ
ラ
）
、「
困
　
タ
シ
ナ
ム
」
（
十
丁
ウ
ラ
）
。
字
音
注
記
例
は
、「
燋
」
字
（
十
丁
オ
モ
テ
）
に
「
サ
ウ
」
、「
履
」
字
（
十
二
丁
オ
モ
テ
）

に
「
リ
」
、
「
楫
」
字
（
十
二
丁
オ
モ
テ
）
に
「
チ
」
と
見
え
る
の
み
。
因
み
に
、
「
サ
」
の
字
体
は
「

」
で
あ
る
。

　『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、
「
請
」
字
に
「
ネ
カ
フ
」
（
法
上
五
九
）
、
「
困
」
字
に
「
タ
シ
ナ
ム
」
（
法
下
八
五
）
と
見
え
る
が
、
「
頭
」
字
に

「
ハ
シ
」
訓
は
見
え
な
い
。
因
み
に
、築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成
』
（
第
六
巻
五
〇
五
～
五
〇
七
頁
）
に
は
、百
余
条
の
「
頭
」
の
「
ハ
シ
」

訓
の
類
聚
が
見
ら
れ
る
。

　
築
島
裕
氏
の
前
掲
書
に
は
見
え
な
い
も
の
と
し
て
、
高
野
山
西
南
院
蔵
の
『
无
量
壽
尊
念
誦
次
第
法
』
（
院
政
期
書
写
）
、
『
无
量
壽
略
念

誦
法
』
（
永
久
四
年
書
写
）
、
『
馬
頭
受
法
壇
』
（
平
安
後
期
書
写
）
、
『
聖
燄
漫
徳
迦
威
怒
王
立
成
大
神
験
念
誦
法
』
（
承
暦
点
）
、
『
蘇
悉
地
羯

羅
経
巻
上
』
（
延
久
三
年
以
前
書
写
）
等
に
も
「
頭
」
字
に
「
ハ
シ
」
と
見
ら
れ
る
。

　
な
お
、『
大
毘
盧
遮
那
経
儀
軌
』（
院
政
期
書
写
）
、『
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』（
康
和
点
）
、『
金
剛
頂
経
蓮
華
部
心
念
誦
次
第
』

（
院
政
期
点
）
等
に
は
、
「
峯
」
「
岑
」
字
に
「
ハ
シ
」
と
見
ら
れ
る
。
「
頭
」
字
「
峯
」
字
の
「
ハ
シ
」
訓
は
関
連
の
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
『
甘
露
軍
荼
利
菩
薩
供
養
念
誦
成
就
儀
軌
』
に
は
、
「
岑
」
字
に
「
ハ
シ
（
上
上
）
」
の
差
声
例
が
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
著
『
高
野

山
西
南
院
蔵
訓
点
資
料
の
研
究
』
（
臨
川
書
店
）
を
参
照
願
い
た
い
。

　
校
合
注
は
「
婆
羅
門

」
（
十
丁
オ
モ
テ
）
の
「

」
字
の
右
傍
に
「
イ
仙
」
と
あ
る
一
例
の
み
で
あ
る
。

　
朱
点
・
墨
点
と
も
に
、
加
点
例
が
少
な
く
、
国
語
史
料
と
し
て
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
で
あ
り
、
平

安
時
代
後
期
加
点
の
点
本
と
し
て
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
又
、
覚
隆
が
興
福
寺
の
僧
で
あ
れ
ば
、
興
福
寺
で
東
大
寺
点
を
所
用
し
て
い

た
例
証
と
し
て
、
こ
れ
又
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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３

　
大
正
新
修
大
蔵
経
（
第
二
一
巻
密
教
部
四
、一
三
一
五
）
に
見
え
る
本
文
は
、
本
書
の
十
丁
裏
一
行
目
ま
で
で
、
二
行
目
以
下
は
見
ら
れ

な
い
。
以
下
に
、
そ
の
本
文
を
示
す
が
、
本
書
の
価
値
を
高
め
る
点
で
あ
る
。

寶
勝
如
来
南
方
寶

憧
佛
　
　
妙
色
身
如
来
東
方
阿

閦
佛
　
」　
甘
露
王
如
来
西
方
无
量

壽
佛
　
　
　
廣
博
身
如
来
中
央
毘
盧

遮
那
佛
　
」　
離
怖
畏
如
来
北
方
釋
迦

牟
尼
佛
　
」
夫
不
列
東
西
南
北
所
以

列
南
東
西
北
」
者
其
餓
鬼
者
依
慳
貧
報
受
醜
陋
形
」
困
福
徳
身
也
先
以
布
施
退
除
慳
貧
是
」
十
ウ

故
以
寶
勝
如
来
居
第
一
妙
色
身
如
来
」
者
四
智
中
尤
理
大
圓
鏡
智
用
万
徳
」
圓
満
妙
色
具
足
也
既
退
除
慳
貧
可
受
殊
勝
妙
果
是
故
以

妙
色
身
如
来
居
第
」
二
甘
露
王
如
来
〔
者
〕
妙
観
察
智
用
説
法
身
」
也
甘
露
是
妙
法
故
既
受
妙
果
堪
為
法
器
」
便
可
授
法
是
故
以
甘

露
王
如
来
居
第
三
」
廣
博
身
如
来
者
法
界
智
用
遍
法
界
」
十
一
オ

身
既
聴
授
妙
法
可
使
其
咽
喉
開
呪
」
身
躰
廣
大
是
故
以
廣
博
身
如
来
居
」
第
四
離
怖
畏
如
来
者
成
所
作
智
用
」
變
他
身
経
六
道
四
生

界
為
一
切
衆
生
」
作
諸
事
業
无
怖
畏
也
既
得
廣
博
身
」
可
令
其
身
心
安
楽
无
怖
畏
是
故
以
」
離
怖
畏
如
来
居
第
五
」
佛
部
合
眼
藥
真
言
」

十
一
ウ

唵
一　

□
縳
攞
路
者
泥テ

イ
二　
莎
去
　
二
合
縳
訶
三　

」
蓮
華
部
合
眼
藥
真
言
」
唵
一　
弭
路
枳
二　
莎
去
　
二
合
縳
訶
三　

」
金
剛
部
合
眼
藥
真
言
」
唵
畔
度
履リ

楫チ

奴
□

反
　

跛
北
没

反
　

莎
」
去
　
二
合
縳
訶
三　

　
」
十
二
オ

　
尚
、
本
点
の
本
文
は
、
詳
細
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
大
正
新
修
大
蔵
経
の
本
文
と
対
校
す
る
と
、
大
蔵
経
に
お
い
て
対
校
す
る
甲

本
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、

京
女
本
　
先
誦
此
偈
至
一
遍
然
作
請
法
　（
一
ウ
）

蔵
経
本  

先
誦
此
偈
至
心
一
遍
然
後
作
召
請
法
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甲
　
本
　
先
誦
此
偈
至
一
遍
然
作
請
法

京
女
本
　
福
无
量
无
邊

蔵
経
本
　
無
量
無
邊
福

甲
　
本
　
福
無
量
無
辺
　（
四
ウ
）

京
女
本
　
毎
誦
三
遍
出
金
剛
大
道
場
大
明
呪
経
真
言
曰
　（
八
ウ
）

蔵
経
本
　
毎
誦
三
遍
真
言
曰

甲
　
本
　
毎
誦
三
遍
出
金
剛
大
道
場
大
明
呪
経
真
言
曰

京
女
本
　
解
脱
真
言
云
是
解
脱
金
剛
明
誦
之
度
厄
也
呪
曰
　（
九
オ
）

蔵
経
本
　
解
脱
真
言
曰

甲
　
本
　
解
脱
真
言
云
是
解
脱
金
剛
明
誦
之
度
厄
也
呪
曰

等
々
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
字
句
が
甲
本
と
一
致
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
大
蔵
経
本
と
の
対
校
は
済
ま
せ
て
い
る
が
、
京

女
本
の
本
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
を
期
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
４

　
以
下
に
、
本
点
の
釈
文
稿
を
示
す
。

施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法

　
　
大
興
善
寺
三
蔵
沙
門
大
廣
智
不
空
奉
詔
譯
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先
（
ず
）
衆
生
の
食
事
を
出
（
す
）
。
須
は
法
（
の
）
如
（
く
し
て
）
周
匝
（
し
）
て
種
々
に
皆
着
く
。
並
に
浄
好
を
須
（
ゐ
む
）
。
或
（
は
）

一
分
或
（
は
）
少
許
或
（
は
）
一
器
に
、皆
安
浄
銅
（
の
）
器
の
中
に
須
（
む
）
は
法
の
如
（
し
）
。
如も

し
銅
器
无
（
く
）
は
白
瓷シ

亦
得
。
如も

（
し
）

瓷
器
无
（
く
）
は
染
器
を
用
（
ゐ
る
）
（
べ
し
）
〔
可
〕
。
其
（
の
）
飲
食
須
は
清
水
に
和
（
し
）
て
、
面
（
は
）
東
に
向
（
き
）
て
立
（
ち
）

て
坐
（
し
）
て
亦
作
法
（
を
）
得
（
べ
し
）
〔
須
〕
。
夫
（
れ
）
一
切
の
餓
鬼
に
飲
食
を
施
（
さ
む
）
と
欲
（
は
）
者は

、
先
（
ず
）
須
（
は
）

廣
大
の
心
を
發
（
す
）
（
べ
し
）
〔
須
〕
。
」
一
オ

餓
鬼
を
普
請
（
し
）
て
先
（
ず
）
此
の
偈
を
誦
（
し
）
て
一
遍
（
に
）
至
（
る
）
。
然
（
し
）
て
請
法
を
作
（
し
て
）
獲
（
ら
る
る
）
〔
所
〕

福
利
果
報
校
量
（
す
）
（
べ
か
ら
ず
）
〔
不
可
〕
。
苾
芻
苾
芻
尼
某甲
心
ヲ
蕟
（
し
）
て
一
器
の
浄
食
を
奉
持
（
し
）
て
、
十
方
の
窮
盡
虚
空
周

遍
法
界
微
塵
刹
の
中
に
普
施
（
し
）
て
、
有
（
ら
）
（
ゆ
る
）
〔
所
〕
國
土
の
一
切
の
餓
鬼
、
先
（
ず
）
久
遠
の
山
川
地
主
、
乃
至
曠
野
の

諸
鬼
神
等
に
亡
（
す
）
。

請
ネ
カ
ハ
ク
（
墨
）は
来
（
り
）
て
此
に
集
（
む
）
。
我
今
悲
（
み
）
愍
（
み
）
て
普
（
く
）
汝
（
に
）
食
（
を
）
施
（
す
）
。
願
（
く
）

は
汝
各
各
、
我
（
に
）
此
（
の
）
食
を
受
（
け
）
て
、
」
一
ウ

轉
（
じ
）
て
将
に
供
養
（
せ
む
と
す
）
。
虚
空
界
の
諸
佛
（
と
）
聖
（
と
）〔
及
〕
を
盡
（
す
）
。
一
切
情
に
有
（
り
）
。
汝
と
與
（
に
）
情
（
に
）

有
（
り
）
。
普
（
く
）
皆
飽
満
（
す
）
。
亦
願
（
は
く
は
）
汝
の
身
、此
の
呪
食
に
乗
（
り
）
て
、苦
（
を
）
離
（
れ
）
て
解
脱
（
す
）
。
天
（
に
）

生
（
れ
）
て
樂
を
受
（
く
）
。
十
方
の
浄
土
に
意
（
に
）
随
（
ひ
）
て
遊
往
（
し
）
、
菩
提
の
心
を
發
（
し
）
、
菩
提
の
道
を
行
（
ふ
）
。
當

に
求
（
め
）
て
佛
と
作
（
す
）
（
べ
し
）
〔
當
〕
。
永
（
く
）
退
轉
（
す
る
こ
と
）
莫
（
し
）
。
前
に
道
を
得
（
る
）
と
（
は
）
〔
者
〕
、
誓
願

（
し
）
て
度
脱
（
し
）
、
又
願
（
は
く
は
）
汝
等
、
晝
夜
の
恒
常
に
我
を
〔
於
〕
擁
護
（
し
）
て
我
（
が
）
所
願
を
満
（
し
）
、
願
（
は
く
は
）

此
の
食
を
施
（
し
）
て
、
所
生
の
功
徳
　
」
二
オ

普
（
く
）
将
に
法
界
の
有
情
に
廻
施
（
し
）
て
、諸
の
有
情
（
と
）〔
與
〕
平
等
（
と
）
共
（
に
）
有
（
る
）
に
共
（
に
）
諸
の
情
有
（
る
）
に
、

同
（
じ
く
）
此
の
福
を
将
（
ち
）
て
、盡
（
く
）
廻
向
（
を
）
将
（
ち
て
）
真
の
如
法
界
の
无
上
の
菩
提
、智
智
に
一
切
（
す
）
。
願
（
は
く
は
）
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速
に
佛
と
成
（
り
）
て
、
餘
果
を
招
（
く
こ
と
）
勿
（
れ
）
と
。
願
（
は
く
は
）
我
此
の
法
は
疾
く
佛
と
成
（
る
こ
と
を
）
得
。
掌
（
を
）

合
（
せ
て
）
心
に
當
（
て
）
て
、
此
の
偈
を
誦
（
し
）
て
印
を
以
（
て
）
召
（
を
）
作
（
し
て
）
請
（
ひ
）
喉
の
印
を
開
（
く
）
。
右
の
手

の
大
指
と
〔
與
〕
中
指
（
と
を
）
以
（
て
）

面

（
ま
の
あ
た
り
）（

に
）
相
（
ひ
）
捻
（
じ
）
、
餘
の
三
の
指
は
相
（
ひ
）
去
（
り
）
て
微
（
に
）
曲
勢
を

作
（
す
）
。
即
（
ち
）
、
是
（
れ
）
を
普
（
く
）
集
印
と
名
（
づ
く
）
」
二
ウ

呪
（
し
て
）
曰
（
く
）

 

曩 

謨
一

　

保 

補 

哩 

迦 
哩
二
　

　

怛 

哩 

怛 

他
三
　

　

議 

哆 

耶
四　

此
（
の
）
印
を
作
（
り
）
て
此
の
呪
を
請
（
ひ
）
て
一
七
遍
、
廣
（
く
）
悲
（
し
き
）
心
を
運
（
び
）
て
、
願
（
は
く
は
）
法
界
微
塵
刹

の
中
の
一
切
（
の
）
餓
鬼
（
を
）
悉
（
く
）
皆
雲
（
の
如
く
に
）
集
（
め
）
（
し
む
）
〔
令
〕
。
三
オ

又
、
開
地
獄
門
（
と
）
咽
喉
（
と
）
〔
及
〕
を
誦
（
し
）
て
呪
を
曰
（
は
く
）
。

 

唵 

保 

補 

帝 

哩 

迦 

怛 

哩 

怛 

他 
議 
哆 

耶

此
の
呪
を
誦
（
す
る
）
時
に
左
の
手
を
以
（
て
）
食
器
を
執
（
り
）
持
（
ち
）
て
右
（
の
）
手
（
を
）
以
（
て
）
前
の
召
請
（
の
）
印
を
作
（
り
）

喉
改
（
し
て
）
一
（
た
び
）
呪
を
誦
（
し
）
、
一
（
た
び
）
指
はマ

マ

弾
（
く
）
。
大
指
（
と
）
中
指
（
と
）
〔
與
〕
を
以
（
て
）
頭ハ

シ

を
相
捻
（
し
）

て
弾
指
（
し
）
て
聲
を
作
（
す
）
。
即
（
ち
）
是
の
餘
の
三
の
指
は
開
（
き
）
て
、
微
曲
（
を
）
梢
（
く
す
）
。
此
（
れ
）
、
地
獄
の
門
を
破

（
り
）
、
及

（
つ
ひ
）（

に
）
咽
喉
を
開
（
く
）
印
（
と
）
名
（
づ
く
）
。
」
三
ウ



34

時
（
に
）〔
尓
〕
如
来
、即
（
ち
）
无
量
の
威
徳
自
在
光
明
勝
妙
（
の
）〔
之
〕
力
（
を
）
説
（
く
）
。
飲
食
を
持
（
ち
て
）
陀
羅
尼
を
加
（
ふ
）

曰
（
は
く
）

 

曩 

莫
一　　

 

薩 
囀
二
　

　
 

怛 

他 

議 

哆
三
　

　
 

縛 

路 

枳 

帝
四
　

　
 

唵
五　 

三 

跛 

囉
六　 

三 

跛 

囉 

吽

此
の
呪
一
六
遍
（
を
）
誦
（
す
）
。
一
切
の
餓
鬼
、
各
各
皆
摩
伽
國
の
所
用
（
の
）
〔
之
〕
斛
の
七
々
斛
（
の
）
〔
之
〕
食
を
得
て
、
々
（
食
）

（
し
）
已
（
り
て
）
」
四
オ

皆
天
に
生
（
れ
）
或
（
い
は
）
浄
土
に
生
（
る
こ
と
を
）
得
。
能
（
く
）
業
障
を
行
（
は
）（
し
む
る
）〔
令
〕
者
（
は
）
壽
命
を
消
除
（
し
）

増
長
（
す
）
。
現
世
に
福
を
獲
（
る
）
无
量
无
邊
。
况
（
む
や
）
當
（
に
）
来
（
る
）
（
べ
き
）
〔
當
〕
（
を
や
）
、
手
印
を
作
（
り
）
て
此
の

加
持
飲
食
の
呪
を
誦
（
し
）
て
、右
の
手
の
大
指
を
以
（
て
）
中
指
の
甲
を
摩
（
る
）（
こ
と
）
三
兩
遍
。
三
の
指
は
之
（
を
）
直
（
く
す
）
。

又
、
大
指
を
以
（
て
）
頭
指
を
捻
（
り
）
て
、
指
（
を
）
弾
（
き
）
聲
を
作
（
す
）
。
一
（
た
び
）
呪
を
誦
（
し
）
て
一
（
た
び
）
指
（
を
）

弾
（
く
）
。
即
（
ち
）
是
（
な
り
）
。
又
、甘
露
法
味
を
蒙
（
る
）
呪
を
誦
（
し
て
）
施
无
畏
（
の
）
印
を
作
（
す
）
か
。
右
の
手
を
以
（
て
）

臂
を
竪
（
て
）
て
五
指
を
展
（
べ
）
て
直
上
（
す
）
。
即
（
ち
）
」
四
ウ

是
（
な
り
）
。
真
言
（
に
）
曰
（
は
く
）

 

曩 

謨 

蘇 

魯 

婆 

耶
二 々

怛 

他 

議 

多
去　

邪
上　

怛 

你
也
二 々

他 

唵 

素
嚕
二 々 
素
嚕 

鉢
羅
二 々 

蘇
魯
二 々 

鉢
羅
二 々 

蘇
魯
二 々 

娑
嚩
二 々 

賀

前
の
施
无
畏
の
印
を
作
（
し
）
て
、
此
の
甘
露
真
言
を
施
（
し
て
）
」
五
オ
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一
七
遍
（
を
）
誦
（
ふ
）
。
能
（
く
）
飲
食
（
と
）
水
（
と
）〔
及
〕
を
飲
（
ま
）（
し
め
）〔
令
〕
て
、變
（
じ
）
て
无
量
の
乳
（
と
）
甘
露
と
〔
及
〕（
を
）

成
（
す
）
。
能
（
く
）
一
切
（
の
）
餓
鬼
の
咽
喉
を
開
（
き
）
て
、
能
（
く
）
飲
食
を
（
し
て
）
、
廣
（
く
）
増
多
（
す
る
こ
と
を
）
得
て
、

平
等
（
と
せ
し
む
る
）
〔
令
〕
得
（
な
り
）
〔
也
〕
。

次
（
に
）
誦
（
し
て
）
毘
盧
遮
那
一
字
心
水
輪
観
真
言
を
作
（
す
）
。
先
（
ず
）
此
（
の
）

字
（
を
）
想
（
ふ
）
。
右
の
手
の
心
の
中

に
以
（
て
す
）
。
猶
、乳
の
色
の
如
（
し
）
。
變
（
じ
）
て
功
徳
海
（
と
）
為
（
し
）
て
、一
切
（
の
）
甘
露
醍
醐
を
流
出
（
す
）
と
。
即
（
ち
）

手
を
引
（
き
）
、
食
器
（
の
）
上
に
臨
（
み
）
て
、
此
の
鍐
字
十
七
遍
（
を
）
呪
（
す
）
。
即
（
ち
）
展
（
べ
て
）
五
の
指
を
開
（
き
）
て
、

下
に
向
（
け
）
て
食
器
の
中
に
臨
（
み
）
て
　
」
五
ウ

観
想
乳
等
字
の
中
（
よ
り
）〔
従
〕
流
（
れ
）
出
（
づ
）
。
猶
日
月
乳
海
の
如
（
し
）
と
。
一
切
の
鬼
等
皆
飽
満
（
を
）
得
て
乏
少
有
（
る
こ
と
）

无
（
し
）
。
此
の
普
（
く
）
一
切
餓
鬼
に
施
（
す
）
印
と
名
（
づ
く
）
。
真
言
（
に
）
曰
（
は
く
）

 

曩 

莫
一　 

三 

曼 

多
二　 

没 
駄 

南
三　 

鍐
四　

観
想
（
し
）
て
此
（
の
）
呪
を
誦
（
す
こ
と
）
一
七
遍
。
已
に
浄
地
の
人
行
无
き
處
、
或
（
い
は
）
水
池
の
邊
の
樹
下
に
寫
（
す
）
。
唯
、

桃
の
樹
と
柳
と
の
柘
榴
の
樹
と
の
下
に
〔
於
〕
寫
（
す
こ
と
を
）
得
（
ず
）
〔
不
〕
。
」
六
オ

寫
（
し
）
訖
（
り
て
）
更
（
に
）
為
に
心
を
至
（
す
）
。
五
如
来
の
名
号
を
稱
（
ふ
る
こ
と
）
三
遍
。
功
徳
无
量
、

 

曩 

謨
一　 

婆 

誐 

縳 

帝
二　 

鉢
囉 

保 

怛 

羅
三　 

怛
曩
二合 
耶 

怛 

他 

誐 

多 

邪
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曩
謨
寶
勝
如
来
、
除
慳
貪
業
福
徳
圓
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
六
ウ

 

曩 

謨 
婆 

誐 

縳 

帝 

蘇 

嚕
二合 

波 

耶 

怛 

他 

誐 

多 

耶

曩
謨
妙
色
身
如
来
破
醜
陋
形
相
好
圓
満

 

曩 

謨
一 

婆 

誐 

縛 
帝
二　 

阿 

蜜 

栗
帝
三　  

羅 

闍 

耶
四　 

怛 

他 

誐 

多 

耶
五　 

」
七
オ

曩
謨
甘
露
王
如
来
灌
法
身
心
令
受
快
楽

 

曩 

謨 

婆 

誐 

縛 

帝 

尾 
補 

欏 

誐 

怛
羅
二合  

邪 

怛 

他 

誐 

多 

耶

曩
謨
廣
博
身
如
来
咽
喉
寛
大
受
用
飲
食

 

曩 

謨 

婆 

誐 

縛 

帝 

阿 

婆 

延 

迦 
囉 
邪 

怛 

他 

誐 

哆 

耶  

」
七
ウ

曩
謨
離
怖
畏
如
来
悉
除
恐
怖
離
餓
鬼
趣

行
者
若
（
し
）
能
（
く
）
此
（
の
）
如
（
く
な
ら
ば
）
、
為
に
五
如
来
の
名
を
稱
（
ふ
る
）
者
、
佛
の
威
光
を
以
（
て
）
加
（
へ
て
）
彼

（
か
し
こ
）を
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被
（
る
）
。
故
（
に
）
能
（
く
）
一
切
の
餓
鬼
等
を
（
し
て
）
〔
令
〕
、
无
量
罪
を
（
し
て
）
滅
（
し
）
、
无
量
福
を
生
（
さ
）
（
し
む
）
〔
令
〕
。

妙
色
、
廣
博
（
を
）
得
（
て
）
怖
畏
无
（
き
）
を
得
（
る
）
所
の
飲
食
、
甘
露
美
妙
（
の
）
〔
之
〕
食
と
成
（
し
）
、
速
離
苦
の
身
を
變
（
じ
）

て
天
と
浄
土
と
生
（
る
）
。
若
（
し
）
」
八
オ

食
を
施
（
し
）
已
（
り
）
て
、行
者
當
に
更
に
諸
の
鬼
神
等
の
為
に
、菩
薩
の
三
昧
邢
戒
の
陀
羅
尼
を
受
（
く
）
。
毎
（
に
）
三
遍
を
誦
（
す

る
）
に
、
金
剛
大
道
場
大
明
呪
経
に
出
（
づ
）
。
真
言
（
に
）
曰
（
は
く
）

 

唵 

三 

昧 

耶 

薩
埵   
鑁

三
遍
（
を
）
誦
（
し
）
已
は
（
り
て
）
、
一
切
の
鬼
神
皆
得
（
て
）
甚
深
の
秘
法
を
堪
（
へ
）
聞
（
く
）
に
、
盡
（
く
）
具
足
三
昧
耶
戒
獲

无
量
の
福
を
得
て
、
已
（
に
）
諸
の
餓
鬼
に
施
（
し
）
、
悉
（
く
）
皆
飽
満
（
し
）
訖
（
り
ぬ
）
。
當
に
　
」
八
ウ

須
（
く
は
）
陀
羅
尼
（
の
）
法
を
以
（
て
）
撥
遣
（
し
）
て
方
（
に
）
本
所
に
〔
於
〕
歸
（
る
こ
と
を
）
得
（
べ
し
）〔
當
〕
。
撥
遣
解
脱
（
の
）

真
言
（
に
）
云
（
は
く
）
。
是
（
れ
）
解
脱
金
剛
明
と
（
い
ふ
）
。
又
、
厄
を
度
（
す
）
（
な
り
）
〔
也
〕
。
呪
（
に
）
曰
（
は
く
）
。

 

唵 

縛 

曰
羅
二
合

　

  

母 

訖
叉 

穆

若
（
し
）
撥
遣
呪
を
誦
（
す
れ
）
は
、
先
（
ず
）
印
を
作
（
す
）
。
右
の
手
を
以
（
て
）
拳
に
作
（
し
）
て
、
大
指
を
以
（
て
）
頭
指
を
捻

（
じ
）
て
、
掌
を
仰
（
き
）
て
弾
指
（
し
）
て
聲
を
作
（
す
）
。
是
を
撥
遣
契
と
名
（
づ
く
）
。
毎
に
食
を
冩
（
し
）
了
（
り
ぬ
）
。
誦
（
し
）

て
一
七
遍
。
弾
指
（
す
）
。
」
九
オ
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能
（
く
）
一
切
の
鬼
神
に
此
の
食
を
得
（
し
む
）〔
令
〕
。
已
に
當
に
去
（
る
こ
と
を
）
得
る
（
へ
き
）〔
當
〕（
な
り
）〔
也
〕
。
不
撥
遣
の
若
（
き
は
）

去
（
る
こ
と
を
）
得
（
ざ
る
）〔
不
〕（
な
り
）〔
也
〕
。
不
具
足
（
の
）
若
（
し
）
。
是
（
の
）
如
（
き
）
法
を
（
は
）〔
者
〕
諸
の
餓
鬼
に
施
（
す
）

に
皆
周
匝
（
す
る
こ
と
を
）
得
（
ず
）〔
不
〕
。
或
（
い
は
）
得
（
る
）
者
有
（
り
）
。
或
（
い
は
）
得
（
ざ
る
）〔
不
〕
者
有
（
り
）
。
用
（
を
）

虚
（
し
く
し
）
力
を
功
（
に
し
）
深
（
く
）
愍
（
む
）（
へ
け
む
）〔
可
〕（
や
）〔
哉
〕
と
。
若
（
し
）
行
者
有
（
り
）
て
菩
提
心
を
發
（
し
）
て
、

能
（
く
）
是
（
の
）
如
（
く
）
具
足
（
し
て
）
此
（
の
）
法
を
脩
行
（
し
）
て
諸
の
餓
鬼
に
施
（
す
）
者
、一
切
の
餓
鬼
皆
飽
満
を
得
（
て
）
、

乏
少
有
（
る
こ
と
）
无
（
し
）
。
持
法
（
の
）
〔
之
〕
人
悉
（
く
）
之
を
知
（
る
）
（
べ
し
）
〔
應
〕
。
若
（
し
）
加
持
飲
食
（
の
）
」
九
ウ

陀
羅
尼
を
以
（
て
）
一
器
の
浄
食
を
加
持
（
し
）
て
、
浄
（
き
）
流
水
の
中
に
冩
（
す
）
。
能
（
く
）
一
切
の
婆
羅
門

イ
仙

を
（
し
て
）
〔
令
〕

皆
此
（
の
）
食
を
得
（
し
む
）〔
令
〕
。
々
（
食
）（
し
）
已
（
は
り
）
て
異
口
同
音
に
て
呪
の
願
、此
（
の
）
人
現
世
の
中
に
〔
於
〕
即
（
ち
）

延
壽
を
得
。
其
の
人
梵
天
の
威
徳
を
具
足
し
（
て
）
、
梵
天
の
行
を
行
（
ふ
）
。
若
（
し
は
）
此
（
の
）
呪
を
以
（
て
）
、
一
切
（
の
）
供
養

佛
に
物
を
呪
（
す
）
。
若
（
し
）
は
水
、
若
（
し
）
は
香
花
、
食
を
飯
（
ら
ひ
）
、
皆
二
十
一
遍
（
を
）
呪
（
し
）
て
、
然
（
し
）
て
後
に

佛
に
供
養
（
す
）
。
即
（
ち
）
［
是
の
］
如
（
く
し
）
て
種
種
に
供
養
の
十
方
の
一
切
の
諸
佛
无
異
（
を
）
以
（
て
）
、
燋サ

ウ

面
餓
鬼
一
切
鬼
神

陀
羅
尼
経
の
要
決
餓
鬼
義
（
に
）
施
（
す
こ
と
）
あ
り
。
」
十
オ

寶
勝
如
来
南
方
寶

憧
佛

　
妙
色
身
如
来
東
方
阿

閦
佛

　
甘
露
王
如
来
西
方
无
量

壽
佛
　

　
廣
博
身
如
来
中
央
毘
盧

遮
那
佛
　
　
離
怖
畏
如
来
北
方
釋
迦

牟
尼
佛
　

夫
（
れ
）
東
西
南
北
と
列
（
せ
）
（
ず
）
〔
不
〕
（
し
）
て
、
南
東
西
北
と
列
（
す
る
を
）
以
（
て
す
る
）
所
（
の
）
者
、
其
（
の
）
餓
鬼
者は 

慳
貧
の
報
はマ

マ

依
（
り
て
）
醜
の
陋
形
を
受
（
く
）
。
餓
鬼
苦
に
困

タ
シ
ナ

ム
寶
勝
如
来
者は

平
等
（
な
り
）
。
正
智
の
用
、福
徳
の
身
（
な
り
）〔
也
〕
と
。

先
（
ず
）
布
施
を
以
（
て
）
、
慳
貪
（
を
）
退
除
（
す
）
。
是
の
」
十
ウ

故
（
に
）
寶
勝
如
来
を
以
（
て
）
第
一
に
居
（
す
）
。
妙
色
身
如
来
者は

、
四
智
の
中
近
き
理
に
无
（
き
）
大
圓
（
に
し
て
）
、
鏡
智
の
用
、

万
徳
圓
満
妙
色
具
足
（
な
り
）
〔
也
〕
。
既
に
慳
貪
を
退
除
（
し
て
）
、
殊
勝
の
妙
果
を
受
（
く
）
（
べ
し
）
〔
可
〕
。
是
の
故
（
に
）
妙
色
身
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如
来
を
以
（
て
）
第
二
に
居
（
す
）
。
甘
露
王
如
来
者は

、
妙
観
察
智
の
用
、
説
法
の
身
（
な
り
）
〔
也
〕
。
甘
露
は
是
（
れ
）
妙
法
（
な
り
）
。

故
（
に
）
既
に
妙
果
を
受
（
け
）
て
、堪
え
（
て
）
法
器
と
為
（
す
）
に
法
を
授
（
く
）（
べ
か
ら
し
む
）〔
使
可
〕
。

是

（
か
く
の
ご
と
）
き（

の
）
故
（
に
）

甘
露
王
如
来
を
以
（
て
）
第
三
に
居
（
す
）
。
廣
博
身
如
来
者は

、
法
界
智
の
用
、
遍
法
界
の
　
」
十
一
オ

身
既
に
妙
法
を
聴
（
き
）
授
（
く
）
。
其
（
の
）
咽
喉
（
は
）
身
躰
を
開
寛
（
し
）
廣
大
（
な
ら
）（
し
む
べ
し
）〔
可
使
〕
。
是
（
の
）
故
（
に
）

廣
博
身
如
来
を
以
（
て
）
第
四
に
居
（
す
）
。
離
怖
畏
如
来
者は

、成
所
作
智
の
用
、他
身
経
六
道
四
生
界
に
變
（
す
）
。
一
切
衆
生
の
為
（
に
）

諸
事
業
を
作
（
し
）
て
怖
畏
无
（
き
）（
な
り
）〔
也
〕
。
既
に
廣
の
博
身
を
得
て
、其
の
身
心
安
楽
に
（
し
）
て
怖
畏
无
（
か
ら
）（
し
む
べ
し
）

〔
可
令
〕
。

是

（
か
く
の
こ
と
）
き（

の
）
故
（
に
）
離
怖
畏
如
来
を
以
（
て
）
第
五
に
居
（
す
）
。
佛
部
合
眼
藥
真
言
」
十
一
ウ

唵
一　

□
嚩
攞
路
者
泥テ

イ
二　
莎
去
　
二
合
嚩
訶
三　

蓮
華
部
合
眼
藥
真
言

唵
一　
弭
路
枳
二　
莎
去
　
二
合
嚩
訶
三　

金
剛
部
合
眼
藥
真
言

唵
畔
度
履
掯
奴
□

反
　
跛
北
没

反
　

莎
去
　
二
合
縳
訶
三　

　
」
十
二
オ

 

」
十
二
ウ

仁
安
四
年
三
月
廿
八
日
申
時
□
□
之
了
／
一
交
了
／
一
點
□
／
沙
門
覺
隆
□
□
　
　
」
十
三
オ

（
本
学
教
授
）


